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2 M・E・ポーター、土岐坤・中辻萬治・服部照夫 訳 (1995/3)『 (新訂 )競争の戦略』ダイ
ヤモンド社 P.61

























































































































図表 3-5 C/P バランス理論
（出所）梅澤伸嘉(2009/12)『ヒット商品開発』同文館出版
4梅澤伸嘉(2009/12)『ヒット商品開発（第二版）』同文館出版 P.23, P.93, P125
12
 具体的な理論としては、前頁図表 3−5「C/P バランス理論（梅澤 1984）」と、図表




























































 図表 3−8 の意味的価値創出の 2 ステップによると、意味的価値については、誰にで
も受け入れられる客観的な価値はコモディティ化され、主観的な価値はニッチセグメ
ント商品や高級品に分類される商品であり顧客層が限られるとされている。





















































































































従業員数 約 1 万名
事業内容 音響機器の製造販売
社名 ボーズ株式会社 （BOSE.KK）
代表者 挽野 元、（30 年に渡り会社を牽引したのは佐倉社長）
所在地 東京都渋谷区円山町 28-3 渋谷 YT ビル
設立 1984 年




し、この理論をベースに 1964 年に MIT の研究室の一室に設立されたのがボーズ・コー
































Who We Are, What We Believe.



































































従業員数 約 250 名
事業内容 ダイソン製品の輸入販売
ダイソンは、創設者のジェームズ・ダイソンが、英国王立美術大学（ロイヤル・カ













DC-01 であり、その次のキャニスター型の DC-02 以降、順次製品は市場に投入され、






ター型 DC-05, DC-08 がコストコで販売されると、クーポンキャンペーン時の割安感と
相まって、徐々にアーリーアダプター層に浸透していくことになる。ただしこのモデ
ルも大型機であり、日本の家庭にはそぐわない大きさであった。ダイソンの日本での











































































所在地 東京都新宿区下宮比町２−２６ KDX 飯田橋ビル３F 
設立 2004 年







ルンバは 11 年目を迎える今日、世界 60 カ国以上で 1000 万台が販売され、世界的なベ
ストセラー家庭用ロボットとなった。今日では日本においても、その利便性が広く認





































































































































































従業員数 約 700 名
事業内容 ヘルス機器の製造,電子機器と自動車部品の OEM/ODM 製造
社名 レイコップ・ジャパン株式会社
代表者 リ・ソンジン






機器と自動車部品の OEM/ODM 製造を主軸にしている。日本では 2012 年にブカンセムズ
日本支社が設立されたが、2013 年 3 月にレイコップの販売に注力するために、レイコ
ップ・ジャパン株式会社となった。その寝具に特化した掃除機「レイコップ」は、現






製品特徴は「振動→ UV 除菌→ 吸引」の 3 つの機能で、通常、洗うことが難しい
掛け布団やベッドマット、ソファー、車のシートなどに存在する、アレルゲンとされ
るハウスダスト・ダニ（ふん・死がい）を除菌・除去する。機械的な仕組みとしては
1 分間で最大約 3600 回もの振動パンチでハウスダウトをたたき出して吸引する。また



























































































































































































































































































































































































































































エリック・リース/井口耕二 訳(2012/4/12)『リーン・スタートアップ』日経 BP 社
リード・ホフマン、ベン・カスノーカ/有賀裕子 訳(2012/5)『スタートアップ』日経 BP 社









































『Who We Are, What We Believe.』


































④ あらゆる機会において、Bose と Bose の製品を積極的に推奨する
⑤ お客様や潜在的なお客様に対して、常に敬意を持ち、プロフェッショナルに接する






Integrity： Competency and Behaviors
相手に対し、公平かつ倫理観的な態度で接し、常に Bose values を意識し、一貫した責任
ある行動を取る
① 同僚やお客様に対して、常に誠実に接する
② ビジネス上の決定や個人的な選択において、常に Bose values に沿って判断する











































































「手洗いの感覚を機械で実現できないかと考え、ドラムを 2 つ装備しました。2 つのドラ
ムが異なった速さで回るわけです。そして『それぞれを逆向きに回したらどうだ』となり
まして、結果、望むようなものがつくれたのです」
5. プロトタイプをつくれ
AIRBLADE
「ややこしいプロトタイプをつくる必要はなく、荒削りなものでいいのです。なによりも
57
大事なのはそれをつくることです。そしてテストすること。つまり自分でつくって、それ
を観察することなのです」
6. いいアイデアはほかでも使え
AIR MULTIPLIER
「発見した何かを、想定と異なるほかのことに使えたら、それは素晴らしいことです。エ
アブレードの開発時に、空気の噴出によって、周りの空気がたくさん吸引できることに気
づきました。そこからこの商品は生まれ出たのです」
58
３．アイロボット社の理念と、３D コンセプト
（出所）アイロボット日本総代理店セールス・オンデマンド
